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日本の有力な情報サービス企業を網羅

協会の概要協会の概要

社団法人 情報サービス産業協会（ＪＩＳＡ）
ＪＩＳＡ ： Japan Information Technology Services Industry Association

昭和59年設立（経済産業省認可の業界団体）
前身 ： (社)日本情報センター協会（S45設立）

(社)ソフトウェア産業振興協会（同）

会員数 ：正会員 675社、賛助会員 61社（H19.1.18）

売上高 ： 7兆8,533億円（全産業14兆5,555億円）

従業者数：32万6,581名 （全産業57万3,727名）
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資料：経済産業省・特定サービス産業実態調査（2005年）

情報サービス産業情報サービス産業 売上高・従業員数の売上高・従業員数の現状現状

14兆5,555億円
(前年比100.2%)

57万3,727人
(前年比100.7%)

■ 情報サービス産業は、2005年で売上高１４．５兆円、従業員数５７万人と、我が国の基幹
産業として他産業と遜色ない規模にまで成長した。

自動車製造産業：
４３．２兆円（２００２年）

電気・電子産業（ハード）：
４５兆円（２００４年）

鉄鋼業：
１２．０兆円（２００３年）

繊維産業（製造分野）：
８．１兆円（２０００年）

※アパレル・小売を含めると４７．２兆円

【他産業の売上高】 【他産業の従業員数】
自動車製造産業：

７１．９万人（２００２年）

電気・電子産業（ハード）：
１９６万人（２００４年）

鉄鋼業：
２１．０万人（２００３年）

繊維産業（製造分野）：
６８．０万人（２０００年）

※アパレル・小売を含めると１８３万人
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出所：経済産業省・特定サービス産業動態統計

情報サービス産業の市場見通し（ＤＩ値）情報サービス産業の市場見通し（ＤＩ値）情報サービス産業の市場見通し（ＤＩ値）

情報サービス産業　売上高の将来見通し
－今後３ヶ月後と当期３ヶ月の比較－

上昇する(A)

低下する(B)

-100

-50

0

50

100

H10.6 H11.6 H12.6 H13.6 H14.6 H15.6 H16.6 H17.6 H18.6

(調査時期)

(％)

上昇する(A)

低下する(B)

DI値(A-B)

情報サービス業　雇用判断
－従業者の充足感－
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売上げは景気回復を反映して今後増加すると予測
組込ソフト、ＯＳＳ等新たな技術分野に対応できる人材が不足
IT技術者の不足感が上昇するトレンドで推移

売上げは景気回復を反映して今後増加すると予測
組込ソフト、ＯＳＳ等新たな技術分野に対応できる人材が不足
IT技術者の不足感が上昇するトレンドで推移
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資料：経済産業省・特定サービス産業実態調査（2005年）

情報サービス産業情報サービス産業 職種別就業者の推移職種別就業者の推移

構 成 比
(％ )

5 5 8 ,7 8 4 5 6 9 ,8 2 3 5 6 7 ,4 6 7 5 6 9 ,5 4 2 5 7 3 ,7 2 7 2 .7 % 0 .7 %

5 2 6 ,3 1 8 5 3 4 ,7 3 1 5 3 5 ,8 9 2 5 3 3 ,0 6 2 5 3 6 ,9 4 3 1 0 0 .0 2 .0 % 0 .7 %

シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア 2 2 4 ,2 3 7 2 3 1 ,4 7 8 2 4 0 ,1 2 6 2 4 1 ,3 1 7 2 4 2 ,0 7 7 4 5 .1 8 .0 % 0 .3 %

プ ロ グ ラ マ 1 1 1 ,7 9 2 1 1 3 ,6 7 6 1 1 4 ,7 9 8 1 0 5 ,6 8 8 1 0 1 ,8 7 4 1 9 .0 - 8 .9 % - 3 .6 %

研 究 員 8 ,1 8 7 7 ,2 9 6 7 ,3 9 8 8 ,0 6 7 7 ,7 9 1 1 .5 - 4 .8 % - 3 .4 %

管 理 ･営 業 9 1 ,1 2 1 9 0 ,7 0 8 8 9 ,3 4 3 9 4 ,0 8 0 9 3 ,0 3 6 1 7 .3 2 .1 % - 1 .1 %

そ の 他 9 0 ,9 8 1 9 1 ,5 7 3 8 4 ,2 2 7 8 3 ,9 1 0 9 2 ,1 6 5 1 7 .2 1 .3 % 9 .8 %

3 2 ,4 6 6 3 5 ,0 9 2 3 1 ,5 7 5 3 6 ,4 8 0 3 6 ,7 8 4 1 3 .3 % 0 .8 %

就 業 者 数

出 向 ･派 遣

従 業 員 数

平 成 1 3年
(人 )

平 成 1 4年
(人 )

平 成 1 5年
(人 )

平 1 3－ 平 1 7
伸 び 率

平 1 6－ 平 1 7
伸 び 率

平 成 1 7年
(人 )

平 成 1 6年
(人 )

過去5年間（平成13年から17年）の就業者数は、1万4,943人の増加（2.7％増）
であり、ここ何年かは微増・横ばいの状況が続いている。
一方、企業に勤務する従業者数は、ほぼ横ばいの状況が続き、情報サービス企業
の雇用数は全体として拡大していない。
「出向・派遣」が拡大している
「その他」は、オペレータ、キーパンチャーおよび資料収集、市場調査、世論調査、
コンサルティングに従事する者。

過去5年間（平成13年から17年）の就業者数は、1万4,943人の増加（2.7％増）
であり、ここ何年かは微増・横ばいの状況が続いている。
一方、企業に勤務する従業者数は、ほぼ横ばいの状況が続き、情報サービス企業
の雇用数は全体として拡大していない。
「出向・派遣」が拡大している
「その他」は、オペレータ、キーパンチャーおよび資料収集、市場調査、世論調査、
コンサルティングに従事する者。
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常用雇用の非正規社員の状況常用雇用の非正規社員の状況
平成17年の就業者57万3,778名のうち常用雇用の
「パート・アルバイト等」は3万4,207名（構成比6.0％）。

男女別では、「男」1万1,703名、｢女｣2万2,504名。

「パート・アルバイト等」は、従業員規模500名以上の大
手企業に多い傾向がある。

業態別では、｢情報処理サービス業｣に多い。

従事する主な仕事は、オペレーション、データ入力、各種
調査関連業務等。特に期間が限定される業務に多い。

システム開発部門の仕事（SE、PG等）には情報管理やセ
キュリティ等の関係から従事し難い。
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ＩＴスキル標準ＩＴスキル標準
■ ITエンジニアの成長段階における能力の位置づけや、IT企業の戦力把握、研修プログラム開発の際の目安とすることを

目的に、ITサービスを提供する際に必要とされる能力を職種や専門分野ごとに明確化・体系化した指標
■ IT投資局面に応じ、１１職種３5専門分野に整理し、それぞれの熟達度を７段階で規定している
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雇用管理上の課題雇用管理上の課題

長時間労働

メンタルヘルスの悪化

苦戦する採用活動

→学生の“情報サービス産業離れ”

育たない高度人材
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情報サービス産業に対する認知度・イメージ情報サービス産業に対する認知度・イメージ

資料：JISA「情報サービス産業に対するイメージに関するアンケート調査」（中間）
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(1)情報サービス産業に対するイメージ

①わが国の社会や経済を担う基幹産業である

②活力があり成長度が期待できる産業である

③社会的認知度の高い産業である

④人を大切にする産業である

(2)情報サービス産業の仕事や労働環境について

⑤長時間労働や残業は少ない仕事である

⑥仕事と家庭の両立が可能な労働環境である

⑦給与水準の高い仕事である

⑧技術者（SE、プログラマー）として長く活躍できる

⑨コミュニケーションが重要な仕事である

(3)情報サービス産業に学生を送り出すことについて

⑩もっとも学生に就職を薦める

⑪条件と場合によっては学生に就職を薦める

⑫情報サービス産業および企業を信頼している

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない そう思わない

■ 「社会・経済を担う基幹産業」や「成長性の高い産業」と認識している。

■ 一方、「長時間労働」「仕事と家庭の両立が難しく」「長く活躍できない」とのイメー

ジが強く、「人を大切にしている」とは思っていない。

8



Japan Information Technology Services Industry Association

開発プロジェクトの労働時間開発プロジェクトの労働時間
労働時間の状況（JIAS「2006年版 基本統計調査」より）

プロジェクト・マネージャの平均労働時間

プロジェクト・メンバーの月当たりの残業労働時間

平 均 平 均

１日の実労働時間 10.1時間 １ヶ月の休日出勤  1.3日

１週の実労働時間 51.1時間 有給休暇付与日数 19.9日

朝の出勤時刻 9時00分 有給休暇取得日数  8.3日

夜の退社時刻 20時30分 連続休暇取得日数  6.7日
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高齢者の継続雇用（定年延長など）の対策が進んでいない

非正社員について、適正な処遇制度ができていない

仕事と家庭の両立を支援する仕組みができていない

女性の能力を十分に活用できていない

将来のキャリアに関する不安が強くなっている

仕事と家庭の両立が困難となっている

評価への不満が強くなっている

長時間労働への不満が強くなっている

人材育成の体系ができていない

高度スペシャリストが育たない

プロジェクトマネジャーが育たない

若手社員が育たない

退職金・年金制度の見直しが必要となっている

能力や成果に応じた処遇制度ができていない

給与制度の見直しが必要となっている

評価の項目や基準が明確になっていない

中途採用が難しくなってきている

新卒の採用が難しくなってきている

中堅社員の退職が増えている

若手社員の退職が増えている

メンタルヘルスに関する問題が増えている

効率的な人材配置ができていない

貢献度の低い人が増えている

従業員のモチベーションが低下している

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答

n=118

業務効率の向上

人材の確保・定着

人事制度の改革

人材の育成

従業員から見た
課題

社会的要請

（2.55）

（2.76）

（2.57）

（1.76）

（2.42）

（2.78）

（1.79）

（1.92）

（2.97）

（2.47）

（2.82）

（2.50）

（2.66）

（2.15）

（2.10）

（2.55）

（2.38）

（2.48）

（2.84）

（2.40）

（2.79）

（2.92）

（3.17）

（3.16）

（2.41）

（2.23）

（2.69）

（2.36）

（2.52）

（3.01）

雇用管理における課題
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